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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

 

殴
る
か
の
よ
う
に
、
列
車
の
窓
に
木
の
枝
が
あ
た
っ
た
。 

Ｊ
Ｒ
小
海
線
で
長
野
県
か
ら
山
梨
県
に
向
か
う
車
中
で
の
こ
と
だ
。
手
入
れ
の
①
ヒ
ヨ
ウ
が
足
り
な
い
の
か
。（
Ａ
）
風
当
た
り
が
強
ま
る
ロ
ー
カ
ル
線
を
考

え
た
。 

 

利
用
者
が
減
少
、
コ
ロ
ナ
が
（
Ｂ
）
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
東
日
本
は
相
次
い
で
赤
字
線
の
収
支
を
公
表
、
国
土
交
通
省
の
会
議
も
あ
り
方

を
見
直
す
対
象
の
条
件
を
示
し
た
。
鉄
道
網
の
縮
小
を
求
め
る
意
見
も
（
ア
）
声
高
に
語
ら
れ
る
。 

 

い
わ
く
、
利
便
性
を
優
先
す
れ
ば
バ
ス
、
乗
客
が
少
な
い
と
環
境
に
も
悪
い
、
鉄
道
へ
の
固
執
は
単
な
る
郷
愁
、
以
上
。
さ
あ
、
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て

廃
止
を
含
め
て
議
論
し
よ
う
。 

 

こ
れ
で
い
い
の
か
。 

 

鉄
道
は
民
間
会
社
で
も
公
共
性
が
高
い
。
鉄
道
担
当
記
者
の
こ
ろ
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
社
員
や
役
員
が
安
全
・
安
定
輸
送
を
守
る
責
任
、
鉄
道
が
貢
献
す
る

地
域
や
社
会
へ
の
思
い
を
語
る
の
を
聞
い
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
西
日
本
な
ど
は
国
鉄
か
ら
借
金
も
引
き
継
ぎ
、
営
業
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
鉄
道
用
地
の
再
開
発
や
「
エ
キ
ナ
カ
」
で
も
②
カ
セ
い
で
き
た
。

一
方
、
民
営
化
時
点
で
約
37
兆
円
の
国
鉄
債
務
の
約
13
・
８
兆
円
は
国
民
負
担
と
な
っ
た
。
都
市
部
の
一
等
地
に
持
つ
（
イ
）
膨
大
な
土
地
も
、
も
と
も
と
は

国
民
の
財
産
だ
。 

 

鉄
路
（
ウ
）
存
廃
は
、
赤
字
線
単
独
あ
る
い
は
鉄
道
事
業
の
収
支
だ
け
で
は
議
論
で
き
ま
い
。 

 

鉄
路
を
廃
止
し
て
し
ま
え
ば
復
活
は
難
し
い
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
普
段
は
貨
物
輸
送
に
使
わ
れ
な
い
ロ
ー
カ
ル
線
も
活
用
さ
れ
、
不
足
す
る
石
油
を

被
災
地
に
届
け
た
。
力
強
く
走
る
列
車
は
勇
気
を
与
え
た
。
郷
愁
だ
と
③
イ
ッ
シ
ュ
ウ
さ
れ
そ
う
だ
が
、
い
つ
だ
っ
て
線
路
の
先
に
は
希
望
と
未
来
が
あ
る
。 

 

冒
頭
の
小
海
線
。
沿
線
の
中
ほ
ど
の
海
瀬
駅
に
「
日
本
一
海
か
ら
遠
い
駅
」
と
い
う
看
板
が
あ
る
。
交
通
の
便
が
悪
い
山
間
地
、
④
セ
ン
ジ
ン
た
ち
に
は
鉄
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道
を
ひ
い
て
地
域
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
い
ず
こ
も
技
術
や
資
金
の
壁
を
乗
り
越
え
て
切
り
開
か
れ
て
き
た
。 

 

「
こ
の
鉄
道
は
日
本
国
民
の
叡
智

え

い

ち

と
努
力
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
」
。
東
海
道
新
幹
線
の
東
京
駅
改
札
内
に
あ
る
開
業
記
念
の
銘
板
に
、
こ
ん
な
短
い
文
が
日

本
語
と
英
語
で
⑤
キ
ザ
ま
れ
て
い
る
。
見
る
た
び
に
胸
に
響
く
。 

 

日
本
で
鉄
道
が
開
業
し
て
14
日
で
１
５
０
年
。
鉄
道
網
の
未
来
も
「
叡
智
と
努
力
（w

i
s
d
o
m
 
a
n
d
 
e
f
f
o
r
t

）
」
で
切
り
開
き
た
い
。 

（
黒
沢

く
ろ
さ
わ

大
陸

た
い
り
く

「
鉄
道
１
５
０
年
、
未
来
に
「
叡
智
」
を
」
（
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
九
日
〈
社
説
余
滴
〉
欄
）
に
よ
る
） 

承
認
番
号
（
２
５-

０
２
３
９
） 

 

 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

ヒ
ヨ
ウ 

 
 

② 

カ
セ
（
い
で
） 

 
 

③ 

イ
ッ
シ
ュ
ウ 

 
 

④ 

セ
ン
ジ
ン 

 
 

⑤ 

キ
ザ
（
ま
れ
て
） 

（
ア
） 

声
高 

 
 

（
イ
） 

膨
大 

 
 

（
ウ
） 
存
廃 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
） 

風
当
た
り
が
強
ま
る 

 
 

（
Ｂ
） 

追
い
打
ち
を
か
け
た 

 

設
問
三 

鉄
道
１
５
０
年
を
機
に
執
筆
さ
れ
た
本
文
で
、
筆
者
が
そ
の
存
在
意
義
と
し
て
端
的
に
認
め
て
い
る
一
文
全
体
を
、
本
文
か
ら
二
〇
字
以
内
で
抜
き 

 

出
し
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
。
） 
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設
問
四 

鉄
道
存
廃
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、
本
文
を
も
と
に
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。
以
下
の
空
欄
（
１
）
～
（
５
）
に
、
本
文
の
内
容
を
参
考
に
し
て
、 

適
切
に
言
葉
を
補
い
な
さ
い
。 

  

☆
ロ
ー
カ
ル
線
の
現
状
＝ 

 

（
１
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓ 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も 

 
 

 

赤
字
→
→
手
入
れ
行
き
届
か
ず 

 
 

 

↓
↓ 

 

☆
鉄
道
網
の
縮
小
・
廃
止
を
求
め
る
意
見 

 
 

 

・
バ
ス
に
比
べ
て 

 
 

（
２
） 

 
 

 

 
 

 

・
乗
客
減
少
で
環
境
に
悪
い 

 
 

 

・
鉄
道
へ
の
固
執
は
単
な
る
郷
愁 

 
 

 
⇔
⇔

 

 

☆
筆
者
＝
再
考
を
求
め
る 

 
 

 

・
鉄
道
の
公
共
性
＝
安
全
・
安
定
輸
送
を
守
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
・
社
会
へ
の
貢
献 

 
 

 

・
鉄
道
会
社
の 

 

（
３
） 

 
 

 

 
 

 

・
Ｊ
Ｒ
所
有
の
土
地
は
も
と
も
と
国
民
の
財
産 

 
 

 

・
鉄
路
を
い
っ
た
ん
廃
止
す
る
と 

 
 

（
４
） 

 
 

 
 

 

 

☆
役
立
っ
た
実
例
＝
東
日
本
大
震
災
後 
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・
ロ
ー
カ
ル
線
を 

 
 

（
５
） 

 
 

に
活
用 

 
 

 
・
列
車
走
行
は
沿
線
住
民
に
勇
気
を
与
え
た 

 

☆
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
…
… 

 
 

 

地
域
発
展
へ
の
強
い
思
い
→
叡
智
と
努
力
の
傾
注
→
技
術
・
資
金
の
壁
を
乗
り
越
え
る
→
鉄
道
開
業
、
完
成 

→
だ
か
ら
こ
そ
、
再
認
識
が
必
要 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

（
Ａ
）
寓
話

ぐ

う

わ

「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
で
働
き
者
と
し
て
描
か
れ
る
ア
リ
。
し
か
し
、
集
団
の
中
に
は
、
鈍
す
ぎ
て
仕
事
に
気
が
つ
か
な
い
働
き
ア
リ
が
交

じ
っ
て
い
る
と
い
う
。
働
か
な
い
ア
リ
が
無
駄
な
存
在
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。 

 

北
海
道
大
の
長
谷
川
英
祐
准
教
授
（
進
化
生
物
学
）
が
日
本
全
国
に
い
る
「
シ
ワ
ク
シ
ケ
ア
リ
」
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
２
割
程
度
の
働
き
ア
リ
で

仕
事
を
し
て
い
る
そ
ぶ
り
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
働
き
ア
リ
が
一
斉
に
働
く
コ
ロ
ニ
ー
（
集
団
）
と
、
働
か
な
い
ア

リ
が
一
定
程
度
い
る
コ
ロ
ニ
ー
を
①
カ
ソ
ウ
し
て
比
較
す
る
と
、
働
か
な
い
ア
リ
が
い
る
方
が
、
や
や
長
く
存
続
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。 

 

一
斉
に
働
く
と
短
期
的
に
は
仕
事
の
効
率
は
い
い
が
、
や
が
て
皆
疲
れ
て
動
け
な
く
な
る
。
卵
の
世
話
な
ど
中
断
で
き
な
い
仕
事
が
（
ア
）
滞
っ
て
、
コ
ロ

ニ
ー
全
体
の
維
持
に
影
響
す
る
。
働
か
な
い
ア
リ
が
い
れ
ば
、
疲
れ
て
休
ん
で
い
る
ア
リ
に
代
わ
っ
て
働
け
る
。
長
谷
川
さ
ん
は
、
働
か
な
い
ア
リ
は
緊
急
事

態
に
出
動
す
る
「
待
機
要
員
」
と
推
測
、
「
目
先
の
効
率
だ
け
を
追
い
求
め
す
ぎ
る
と
、
そ
の
集
団
は
早
く
②
ホ
ロ
ぶ
」
と
指
摘
す
る
。 

  

無
駄
は
、
自
然
界
で
の
様
々
な
生
き
物
の
共
存
に
（
イ
）
一
役
買
っ
て
い
る
。 

 

東
北
大
の
近
藤
倫
生
教
授
（
生
態
学
）
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
生
き
物
の
多
く
は
、
種
の
繁
栄
に
は
つ
な
が
ら
な
い
見
た
目
や
機
能
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
割
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
ひ
と
き
わ
き
ら
び
や
か
な
羽
を
持
つ
オ
ス
の
ク
ジ
ャ
ク
。
美
し
い
羽
は
、
メ
ス
に
選
ば
れ
て
子
孫
を
残
し
や

す
く
す
る
反
面
、
目
立
ち
す
ぎ
て
天
敵
に
③
ネ
ラ
わ
れ
や
す
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
。 

 

他
の
生
き
物
た
ち
と
の
生
存
競
争
を
勝
ち
抜
く
の
に
有
利
な
特
徴
で
は
な
く
、
ク
ジ
ャ
ク
と
い
う
種
の
全
体
か
ら
み
る
と
、
繁
栄
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
鳥

た
ち
が
さ
え
ず
る
歌
や
求
愛
ダ
ン
ス
、
オ
ス
の
シ
カ
の
角
な
ど
も
、
種
の
繁
栄
に
と
っ
て
は
無
駄
な
機
能
な
の
だ
と
い
う
。 

 

だ
が
、
生
物
多
様
性
と
い
う
観
点
で
み
れ
ば
、
逆
に
大
切
な
進
化
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
進
化
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
る
こ
と
で
、
他
の
生
き
物
を
根
絶
や

し
に
す
る
強
い
種
が
登
場
し
に
く
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
弱
い
種
も
生
き
残
れ
る
と
い
い
、
近
藤
さ
ん
は
（Ⅰ

）「
無
駄
の
進
化
が
生
物
多
様
性
を
支
え
て
い
る
」

と
強
調
す
る
。 
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ア
リ
や
ク
ジ
ャ
ク
な
ど
の
生
態
を
（
Ｂ
）
ひ
も
と
い
て
み
て
も
、
無
駄
に
は
、
様
々
な
意
味
が
あ
る
よ
う
だ
。 

 

（Ⅱ

）
「
目
的
で
と
ら
え
直
せ
ば
、
多
く
の
こ
と
は
無
駄
で
は
な
く
な
る
」
。 

「
無
駄
学
」
の
著
書
も
あ
る
東
京
大
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
成
活
裕
教
授
が
解
説
し
て
く
れ
た
。 

 

一
例
を
挙
げ
る
と
、
本
の
目
的
を
「
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
伝
え
る
も
の
」
と
考
え
れ
ば
、
（
ウ
）
四
隅
の
余
白
は
無
駄
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
「
知
的
活

動
を
助
け
る
も
の
」
だ
と
定
義
す
る
と
、
書
き
込
み
も
で
き
る
余
白
は
無
駄
で
は
な
く
、
む
し
ろ
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
。 

 

西
成
さ
ん
が
④
テ
イ
シ
ョ
ウ
す
る
の
は
、
７
割
く
ら
い
の
力
や
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
み
、
予
定
の
間
に
は
ゆ
と
り
を
設
け
る
と
い
う
仕
事
術
だ
。
仮
に
病
欠

な
ど
が
相
次
い
だ
と
し
て
も
、
残
り
３
割
の
メ
ン
バ
ー
で
カ
バ
ー
で
き
る
。
こ
の
３
割
は
短
期
的
に
は
無
駄
に
見
え
て
も
、
長
期
的
な
計
画
を
立
て
た
り
、
詰

ま
っ
て
し
ま
っ
た
予
定
を
⑤
カ
イ
シ
ョ
ウ
し
た
り
す
る
の
に
使
え
る
。 

 

西
成
さ
ん
は
「
何
が
起
き
る
の
か
予
測
で
き
な
い
の
が
現
代
だ
。
い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
お
い
た
方
が
強
い
。
そ
の
ゆ
と

り
が
普
段
は
無
駄
に
見
え
て
し
ま
う
だ
け
だ
」
と
話
し
て
い
る
。 

（
松
尾
彩
花
「
働
か
な
い
ア
リ
の
価
値
は
？
」
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
九
日
〈
ニ
ュ
ー
ス
の
門
〉
欄
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

カ
ソ
ウ 
 

 

② 

ホ
ロ
（
ぶ
） 

 
 

③ 

ネ
ラ
（
わ
れ
） 

 
 

④ 

テ
イ
シ
ョ
ウ 

 
 

⑤ 

カ
イ
シ
ョ
ウ 

（
ア
） 

滞
（
っ
て
） 

 
 

（
イ
） 

一
役 

 
 

（
ウ
） 

四
隅 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 
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（
Ａ
） 

寓
話

ぐ

う

わ 
 

 

（
Ｂ
） 

ひ
も
と
い
て 

 

設
問
三 
傍
線
部
（Ⅰ

）「
無
駄
の
進
化
が
生
物
多
様
性
を
支
え
て
い
る
」
に
つ
い
て
、
自
然
界
に
お
け
る
「
無
駄
の
進
化
」
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。 

本
文
の
記
述
を
も
と
に
し
て
、
空
欄
（
１
）
～
（
３
）
に
適
切
な
こ
と
ば
を
補
っ
て
埋
め
な
さ
い
。 

 

ク
ジ
ャ
ク
の
オ
ス
の
鮮
や
か
な
羽 

 
 

＋
効
果
＝
メ
ス
を
引
き
付
け
る 

→ 

子
孫
を
残
し
や
す
く
す
る 

 
 

－
効
果
＝
目
立
ち
す
ぎ
て 

 
 

（
１
） 

 
 

 

→ 

命
を
落
と
す
危
険
も 

 
 

 
 

↓
↓ 

種
の
全
体
か
ら
み
る
と
…
…
繁
栄
に
つ
な
が
ら
な
い
＝
無
駄
な
機
能 

 
 

 

同
様
の
例
＝
鳥
の
求
愛
ダ
ン
ス
、
オ
ス
の
シ
カ
の
角 

 

生
物
多
様
性
か
ら
み
る
と
…
… 

 

（
２
） 

 
 

＝
他
を
根
絶
さ
せ
る
強
い
種
が
登
場
し
に
く
い
＝
弱
い
種
が
生
き
残
れ
る 

 
 

 
 

 

↓
↓ 

 
 

 

（
３
） 

 

の
共
存
に
つ
な
が
る 

 

設
問
四 

傍
線
部
（Ⅱ

）「
目
的
で
と
ら
え
直
せ
ば
、
多
く
の
こ
と
は
無
駄
で
は
な
く
な
る
」
に
つ
い
て
、
本
を
例
に
挙
げ
た
以
下
の
説
明
の
図
で
、
本
文
の
説 

明
を
参
考
に
し
て
、
空
欄
ａ
～
ｄ
を
適
切
に
埋
め
な
さ
い
。 

  

☆
本
の
余
白
は
無
駄
か
？ 

 
 

 
 

 
 

↓ 
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↓ 

 

と
ら
え
方
次
第
で
無
駄
で
は
な
く
な
る 

           
 

 
 

 
 

 

マ
イ
ナ
ス 

プ
ラ
ス 

 

 
 

 
 

ｃ 

 
 

 
 

ａ 

 

余
白
が
あ
る 

 
 

 
 

ｄ 

 
 

 
 

ｂ 

 

余
白
が
な
い 


